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1.開発の背景

従来の耐震設計の考え方は、大地震に姑して「人命

確保・崩壊防止」が主流であり、建物の塑性化・残留

変形などの被害を許容している。しかしながら首都

直下地震での建物被害は数十兆円と言われ、耐震性

の高い建物が強く求められている。本技術開発の

目的は、特殊な今日材を使った耐震部材「アンボン

ドブレース」を建物に組み込むことで地震エネルギー

を吸収させ揺れを低減し、地震後の「建物被害の低

l)貞
・継続使用」を目的としている。

2.開発技術の概要

主要な開発技術は以下の 3点である。

① 従来鋼より低く安定した降伏強度かつ塑性域

の疲労特性に優れた地震エネルギー吸収用の

鋼素材を開発した。
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② ①の鋼材を部材の性能として発揮するための

特殊な耐震部材「アンボンドブレースJを開
発し、安定した地震エネルギー吸収性能を可

能とした。

① ②のアンボンドブレースを建物に組み込むこ

とでアンボンドブレースが地震エネルギー吸

収を行い、建物の揺れを低減し、柱梁の損傷

を抑える新しい概念の耐震設計法を開発・実

用化した。

3.開発技術の特長と効果

本開発により建物の「地震被害の低減・継続使用」

が可能となり、現在ほとんどの高層鉄骨建物に地震
エネルギー吸収部材を使った地震被害低lデ貞の考えが

採用されている。さらに米国・台湾・中国等への本

技術の開示とアンボンドブレースの供給を通じて国

際レベルでの耐震技術の向上と普及に貢献している。
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アンボンドブレースの構成 アンポンドフレースが

コンクリート充填
揺れを低減

桂・梁は被書なし

e日管

中心鋼材 +鋼 管コンクリート = アンボンドブレース

図 本開発技術の概要
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